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オホーツク優績店舗表彰の贈呈！
北海道信連　北見支所

日　時：３月２５日（水）
場　所：JA本所会議室



　３月２日～３日に 10 営農組合毎に３部制の時間帯を設定し、ＪＡ会議室及び営農組合の会館にて地区懇談会を開
催しました。
　役職員が各営農組合に対し令和７年度施設投資実績・決算状況報告・剰余金処分（案）及び事業分量配当・子会社
決算状況・令和８年～９年度通信不感地帯事業・鹿害対策（防護柵）事業・小麦組織再編・次期道営畑総事業・令和
８年度農業振興計画の実践・子会社の解散等について説明を行いました。出席戸数は 61 戸、出席率 47％でした。組
合員からの質疑に対する回答については、３月 31 日の総会議案配布時に同封しています。

令和８年度 地区懇談会を開催！

▲第１・第６営農組合 ▲第３営農組合 ▲第７営農組合

　この度、３月 25 日に北海道信連北見支所（高橋克哉支
所長）は、令和７年度オホーツク優績店舗表彰実施要領
に基づき、表彰状及び副賞の贈呈を行いました。
　令和７年１月１日～令和７年 12 月 31 日を対象期間と
して、令和７年～９年度のＪＡバンク北海道中期戦略の
目指す姿「持続可能な経営基盤の確立強化」の実現に向
けたメイン化Ａランク利用者の増加推進を目的に実施さ
れました。
　表彰対象は、当支所管内のＪＡの金融店舗（為替店舗）
とし、令和６年 12 月末時点の顧客数の多い順に３つのグ
ループに分け、各グループ１位から３位まで表彰しました。
　表彰店舗選定基準は、「メイン化Ａランク顧客」「個人
ＩＢ契約者」「年金口座」を評価項目として、各グループ
内での順位を算出されました。
　結果、当ＪＡは顧客数の多い順 グループⅡ　第３位の
表彰を受けました。

令和７年度 オホーツク優績店舗表彰状を贈呈する！ 
顧客数の多い順　グループⅡ　第３位 !!

JAつべつ青年部活動をSNSページにて随時更新中です！
是非ご覧下さい！Facebook、Instagram
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　３月 26 日ＪＡ会議室において、会員 23 名、ＪＡ職員１名の合
計 24 名の出席により開催しました。
　４グループに分かれて、営農しているうえでの悩みや課題につい
て掘り下げ各グループ内で共有し課題解決に向けて話合いました。
　各単組青年部のポリシーブックについて、地区より作成されてい
たが最近は作成されていないことから、今回の懇談会を踏まえてポ
リシーブック（活動方針）を作成することを確認しました。

令和８年度　青年部春季懇談会を開催！

■甜菜振興会　　　第66回定期総会　　■馬鈴薯振興協議会　第47回全体総会
■大豆生産組合　　第34回定期総会　　■小麦振興会　　　　第５回定期総会

　３月19日ＪＡ会議室にて生産者38名、役場１名、普及センター１名、日甜１名、ＪＡ８名出席のもと、最初に令
和７年度甜菜生産共励会の表彰を行った後、津別町甜菜振興会（山辺一記会長）・津別町馬鈴薯振興協議会（松田耕
治会長）・津別町大豆生産組合（堂籐勲組合長）・津別町小麦振興会（乃村浩継会長）の農産物関連合同総会を開催
しました。佐野組合長と乃村小麦振興会長の挨拶の後、議長に市場達也氏が選出され、提案した全議案について承認
されました。また、大豆生産組合・小麦振興会の規約改定についても承認されました。
　馬鈴薯振興協議会・カルビー馬鈴薯生産組合・大豆生産組合・小麦振興会は、任期満了に伴う役員改選が行われま
した。
【令和７年度 甜菜生産共励会表彰】
産糖量の部　最優秀賞（名人位）：高 台 地 区　真鍋　慎二　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前年度最優秀賞）
　　　　　　優 秀 賞：活汲第二地区　細川　康博　氏
　　　　　　優 秀 賞：活汲第三地区　近藤　俊之　氏

【馬鈴薯振興会新役員体制】
　会　　長　松田　耕治
　副 会 長　竹原宏太郎
　理　　事　石井　博幸

【カルビー馬鈴薯生産組合新役員体制】
　組 合 長　柏木　　守
　副組合長　堂藤　　勲
　理　　事　高田　優治　　竹原宏太郎　　藤原　広伸
　監　　事　谷　　智博

【小麦振興会新役員体制】
　会　　長　石川　　剛
　副 会 長　石川　賢一
　監　　事　迫田　　隆

【大豆生産組合新役員体制】※３/31 新役員の互選にて決定
　組 合 長　藤原　広伸
　副組合長　鹿中　一彦　　細川　源生
　理　　事　石橋　人嗣　　河本　純吾
　監　　事　佐藤　伸也

令和７年度 甜菜生産共励会表彰と農産物関連合同総会を開催！

▲乃村小麦振興会長▲市場総会議長▲佐野組合長

▲西原部長
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甜菜育苗センター操業！

ＴＭＲセンター実績検討会を開催！

二部合同でパン作り講習会を実施！

　３月10日から３月19日まで10日間の日程で、活汲
事業所構内にて、今年度の甜菜育苗センター操業を
行いました。
　年々直播が増加傾向にあり、移植用のポット冊数
は減少してきていますが、従業員（出役職員・アル
バイト・三星運輸）はＡラインのみの稼働により、
それぞれの工程で手際良く作業を行い7,748冊（短
ポット含む）作成し、各農家のビニールハウス内へ
随時配送し、ポット降ろし作業を完了させました。
　事故等もなく無事に操業を終了しました。

　ＴＭＲセンター運営委員会（金子知央会長）は、３月４月日ＪＡ会議室にて会員９名、普及センター２名、㈲だい
ち２名の合計13出席のもとＴＭＲセンター実績検討会を
開催しました。
　報告事項では、令和６年産バンカー別ロス率の検証・
令和７年産サイレージ在庫状況・ＴＭＲ供与量、乳量、
乳質等の実績について報告されました。
　協議事項としては、反収増対策（Ｒ８一番草及びデン
トコーン収穫面積、デント種子確認）及び一般・有機の
対応バンカー予定の確認がされました。

　３月27日女性部（石川あけみ部長）９名、フレッ
シュ・ミズ（幾島美幸会長）７名、合計16名が参加して、
食品加工研修センターにて毎年行っているパン作り講習
会を講師に迫田彩由美さんを招き二部合同で行いました。
　農作業が始まった際のおやつとして、たくさんの種類
と数のパンを焼き上げました。
　今回は、あんぱん、レーズン、クリーム、コーヒーク
リーム、カレーソーセージ、甘納豆パン、コッペパン等
の10種類のパンを作りました。
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　津別町広域協定運営委員会（軍司照仁会長）は、３月 27 日ＪＡ会議室において、協議会役員９名、役場２名、事
務局２名合計 13 名の出席のもと令和８年度津別町広域協定運営員会の通常総会を開催しました。
　軍司会長及び来賓の産業振興課渡辺課長補佐の挨拶に続き、議長に軍司会長が努め提案した全議案について全て承
認されました。
　本総会では、農業の多面的機能維持・発揮を図るため、地域共同による農用地、水路、農道、鹿防護柵等の地域資
源及び農村環境の保全活動を継続的に実施を図ることを確認しました。

津別町広域協定運営委員会通常総会を開催！
多面的機能支払交付金事業

　３月 24 日ＪＡ会議室にて、会員９名、役場１名、普及
センター１名、岐阜中央青果㈱名畑課長、ＪＡ６名の合
計 18 名出席のもと、津別町特別栽培農産物推進協議会（丸
尾裕司会長）は令和７年度通常総会を開催しました。
　議長に丸尾会長が務め、協議内容としては、事業計画
の地産地消や消費拡大について、令和６年度からのふる
さと納税への取組を引続き絡めて行くこととし、産地と
しての使命である安定供給と共に会員の所得向上を図る
為、系統並びに関係機関と連携を強化し、販売推進活動を積極的に進めることを確認し、全議案が全て承認可決され
ました。併せて、役員改選に伴い新役員体制についても承認されました。
　尚、総会終了後、岐阜中央青果㈱名畑課長より、青果物の情勢について講演頂きました。

【新役員体制】
　会　長　　丸尾　裕司　　副会長　　竹原宏太郎　　監　事　　下川　貴弘

標記について、下記の通り変更となりますので、お知らせいたします。

記
１．期　間　令和８年４月１日（水）～令和８年 11月 30日（月）
２．対象部門及び時間
　　事務所・活汲事業所・堆肥センター
　　○平　日　8：30〜 17：00　　○土曜日　8：30〜 12：00

※金融店舗窓口は、9：00 ～ 15：00 迄です。※上記以外の事業所については、従来通りです。

第２０回津別町特別栽培農産物推進協議会総会を開催！

就業時間の一部変更について

▲丸尾会長 ▲名畑課長 ▲新役員体制 ▲総会の様子
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　津別町農業新規参入者受入協議会（小林正弘会長）は３月 24 日、ＪＡ会議室において令和７年度定期総会を開催
しました。総会には会員、津別町、網走農業改良普及センターの職員を含む関係者 10 名が参加しました。
　小林会長と佐野組合長の挨拶の後、令和７年度事業報告として、酪農学園大学より２名受入を行いました。令和８
年度事業計画として、津別町の取組情報を開示する等、新規参入者の人材確保と育成を目的に、多くの農業実習生を
受け入れるための体制、環境作りを継続して取組んで参ります。協議事項については、全て承認されました。
　又、任期満了に伴う役員改選が行われ併せて承認されました。
今後の活動について、会員数が減少している中、新規会員の勧誘と併せて今年の受入体制を再確認する事としました。
　【新役員体制】
　　会　長　　小林　正弘　　　副会長　　中山　和彦　　　理　事　　堂藤　　勲　　　監　事　　小野寺慶典

　３月 25 日 17 時 30 分よりＪＡ会議室にて、辞令交付（令和８年４月１日付）並びに令和７年度ＪＡ職員資格認定
試験合格証書授与式を開催しました。
　佐野組合長より「情報を共有して一人一人が変わる勇
気があれば必ず変化が起こります。私はその変化を期待
します」と挨拶がありました。
　また、当ＪＡでは、令和元年度よりＪＡ職員の資質・
知識向上を目的として、資格認定試験合格者に対して褒
賞制度を実施しています。各職員が希望又は業務命令に
おいて資格認定試験にチャレンジした結果、８名の職員
が合格しました。合格した各職員に佐野組合長から合格
証書が授与されました。

■資格認定試験合格者
　【中　　　級】青山 龍人、吉田 　凌
　【初　　　級】石澤 崚生
　【営農指導員】岩川 知樹、溝口 天清
　【毒劇物取扱責任者（農業用品目）】吉田 　凌
　【危険物取扱者（乙種４類】溝口 天清
　【ファイナンシャルプランナー３級】鈴木裕生歩

　本年度新規採用職員１名の辞令交付（令和８年４月１日付）は、３月 27 日終礼時に本所１階事務所内にて行われ
ました。佐野組合長より「一流は沢山失敗して学んでいく。わからない事はそのままにせず、先輩方に聞いて学んで
ほしい。早くＪＡの屋台骨になれるよう経験を積んで、これから貢献できるよう頑張って下さい」と激励の言葉を頂
きました。配属先は下記の通り

　・相馬　二葉（釧路公立大学）　・・・　金融部 金融共済課

第３１回津別町農業新規参入者受入協議会定期総会を開催！

ＪＡ職員辞令交付及び資格認定試験合格証書授与式！

▲小林正弘会長

▲最上金融共済係長 ▲営農課 林主事補 ▲営農指導員 岩川知樹 ▲営農指導員 溝口天清
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　㈲木樋桃源ファーム（金一和美さん）の声掛けにより、
３月 10 日ＪＡ会議室において、士別市「あったかふぁー
む」でファームマネージャーを務める「阿部あつ子」さ
んを講師に迎え、子育て世代の女性農業者など 10 名が参
加し講演会を開催しました。
　今回の講演会は、日々の農業の中で講師の阿部さんの

「心身の負担を軽くする」という言葉に共感し、地域の女
性農業者の仲間と共有を目的に「農家のお嫁さんはサポー
ト役になりがちだが、自分の人生を歩んでほしい。女性
が元気で笑っていれば地域も元気になる」女性農業者の
置かれている立場や負担を軽くするポイントが話されま
した。
　本講演会で生まれたつながりが、地域の女性たちの心
の支える力になることが参加者の皆さんと確認しました。
この講演会の記事について、北海道農政事務所様のホー
ムページに掲載されています。

「農家のお嫁さんの心がふわっと軽くなる講演会」を開催！

　津別町農業法人会（羽田野慎也会長）は、
３月 27 日ＪＡ会議室にて、会員９名、役場１
名、普及センター１名、㈱ノースエイム１名、
ＪＡ５名の合計 17 名出席のもと第 14 回定期
総会を開催しました。
　羽田野会長に続き、来賓の佐野組合長の挨
拶を頂き、議長に羽田野会長が努め提案した
全議案について全て承認されました。
　事業報告では、令和６年度補正　雇用就農
緊急対策のうち雇用体制強化事業（事業実施
主体：津別町農業労働力支援協議会・実働：
津別町農業法人会）にて、短期アルバイト等
の受け入れを行う７法人が社会保険労務士等
からのヒアリングを経て就業規則の新規策定・
整備及び人事評価制度の整備を行い、今後の
外部雇用における受け入れ態勢の整備を図り
ました。更には、アルバイター募集で活用し
ている「旅ワーク」PR 動画を作成し、ＪＡホームページ及び YouTube に公開しました。
　事業計画としては、労働力不足への課題に対し労働力確保に向けた環境整備・諸問題を解消するための取組みを各
関係機関との協力により推し進め、法人は各種研修会、講習会等の開催及び情報・意見交換を通じて、会員が抱える
問題や課題の発見と解決に取組み、新規就農者や担い手の育成と法人志向農家への情報提供やアドバイスを行うこと
によって、会の目的としての推進を確認しました。
　総会終了後引続き、事例：津別町農業労働力支援協議会の雇用体制強化事業（就労条件改善タイプ）を活用した労
働環境について、㈱ノースエイム　宮村代表より講演頂きました。

令和７年度　津別町農業法人会
第１４回　定期総会を開催！

▲講師：阿部あつ子氏

▲㈱ノースエイム　宮村代表 ▲羽田野会長 ▲講演会の様子 ▲総会の様子

7



　これから植付、移植、は種を行う作物の圃場は停滞水を排出させ、圃場の乾燥を図って下さい。
　また、作物全体に共通して、近年、雨が場所によって集中して降る場面が多くなっています。こうし
た気象変動を乗り越えるために、今後新たな土壌透排水性改善を検討する時期が来ています。作物の作
付けに当たり、圃場の透排水性対策を駆使して下さい。

畑　作　物
【麦　　類】
１ 秋まき小麦
　本年も融雪が早く進んでいます。春先の生育確保のためにも、融雪後
の停滞水の状況を確認し、生育期間に停滞水が生じないよう排水対策を
徹底して下さい。
⑴ 起生期の施肥
　昨年秋の生育は播種後の気象経過の中で順調な生育を見せ、遅いもの
でも5葉程度で越冬に入りました。春からの分けつは無効となるものも
多いですが、既に完成されている分けつ茎は確実に穂になっていきます。
播種の遅れた圃場では、融雪後の肥培管理に重点を置いて下さい。
　起生期の窒素施肥は、茎数を把握して適正に行う必要があります。
「きたほなみ」では、この時期の窒素施肥量は2～4㎏/10aですが、茎
数が㎡当たり1000本以下の場合は起生期の追肥を4㎏/10aとし、幼穂
形成期の生育をみて追肥して下さい。
　ただし、いつものように起生期に黄化症状がみられる圃場については4～６㎏/10aの窒素追肥が必要
となります。また、止葉期には茎数と葉色から以降の窒素追肥量を決定して下さい。
　「ゆめちから」は、追肥の反応が違うため、起生期に重点的に窒素追肥を行い、幼穂形成期は追肥を
行わないスタイルで管理します。その後蛋白の上昇を図るため、止葉期に6㎏程度の窒素追肥を行って
下さい。
⑵ 麦踏み
　本年の土壌凍結深は降雪が早かったためほとんど（4㎝程度）入りませんでした。融雪後の土壌凍結
により小麦の凍上による根浮きが見られる圃場もあります。根浮きの圧着と、倒伏軽減のため麦踏みを
実施してはいかがですか（特に大豆間作小麦）。分けつ促進にも役立ちます。融雪後ローラーに土が着
かなくなった時期にローラー（できればタイヤローラー）で鎮圧して下さい。ただし、5月5日頃幼穂形
成期を向かえますのでその前までには終わらせるようにします。
⑶ 病害虫防除
　眼紋病の発生が目立っています。対策は、茎数過剰にならないよう生育に応じた追肥を行うとともに
排水対策を実施して下さい。特にやむを得ず連作した圃場では、眼紋病に対する薬剤散布の必要があり
ます。散布適期は、幼穂形成期から節間伸長までですので、散布時期が遅くならないよう注意して下さい。
　防除に当たっては、耐性菌の関係から以下の薬剤を用いて下さい。
　ファンタジスタ　　2,000倍　　　散布適期：5月4～16日頃まで

２ 春まき小麦
⑴ 圃場の準備
　圃場の低pHによる生育障害が近年目立っています。pH5.8以上を目標として石灰資材を投入し酸度矯
正して下さい。
⑵ は種
　砕土、整地を丁寧に行い、深まきにならないように注意し、出芽を揃えるようにします。過湿土壌条
件では種作業は、土壌物理性を悪化させ透・排水性の不良による生育抑制につながるので、前もって圃
場の乾燥につとめて下さい。
⑶ 施肥と倒伏防止
　「春よ恋」は耐倒伏性が劣るので、土壌の地力等を考慮して窒素を加減する必要があります。
　施肥窒素量は11㎏/10aを上限に、基肥窒素7㎏/10aとし、幼穂形成期（5/25頃）追肥窒素３～４
kg/10aを追肥し、止葉期に植物成長調整剤を計画的に使用し、倒伏防止に努めて下さい。（令和4年度
北海道指導参考事項）

４月中旬～５月中旬までの営農技術
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⑷ 病害虫対策
　採種圃産種子を用いて下さい。また、赤かび病の発生を抑制しDON汚染リスクを低減させるとともに、
ムギキモグリバエの被害を回避するため、可能な限り早期は種を実施して下さい。

【ばれいしょ】
１ 根域の確保
　簡易排水対策として深耕・心土破砕等の土層改良により根圏域を確
保して下さい。保して下さい。
２ 種いもの準備
　種いもはいも切時または植付前に再度選別を行い、欠株の原因とな
る、病いもや腐敗いもをしっかり取り除いて下さい。
３ 浴光催芽
　浴光催芽を実施してみませんか。ばれいしょは芽が動き始めた時が
生育のスタートです。植付の1か月程度前から光に当て、芽を育てる
ことで、芽数や、ストロンが増加します。植付後の生育では萌芽、開
花が早まり、おのずと収穫時期も早まってきます。興味のある方はお
問い合わせ下さい。
4  施　肥
　特に窒素の多用を避け、品質を低下させないよう健全な生育の確保に努め、土壌診断及び施用する有
機物に対応した適正な施肥を行って下さい。
５ 植　付
　ばれいしょの芽の生育適温は15～20℃です。地温が15℃以上になってからの植付が生育を促進しま
す。津別町内の平年の気温から地温が15℃になるのは5月10日頃です。
６ 病害虫対策
　道内でもシストセンチュウ類の発生地域は拡大傾向にあります。津別町はまだ発生は確認されていま
せんが、今からばれいしょの連作、過作を避け、適切な輪作を実施して下さい。また、車輌、農機具、
コンテナ及び長靴等の洗浄を徹底し、ほ場間の土壌の移動を行わないようにいまから習慣づけておきま
しょう。（発生してからでは手遅れ）。

【てんさい】
1 移植栽培
　移植は、圃場条件が整い次第早めに行い、初期生育の確保を図って
ください。栽植株数は7,000株/10aを確保して下さい。
2 直播栽培
⑴ は種量は、普通畦栽培では8,000本/10a、狭畦栽培においては
10,000本/10aが確保できるよう調節します。
⑵ 生育初期に風害が懸念される場合は、被覆作物（麦類）の利用など
風害軽減対策を検討して下さい。

【野　　菜】
たまねぎ
⑴ 圃場の準備
　移植後の活着促進には、土壌が適湿状態であることが重要となりま
す。停滞水を除去し、周辺からの融雪水の浸透を防止してください。
移植前には、土壌の乾燥化を進め砕土性を高めておいて下さい。
⑵ 早期は種作型の移植
　極早生品種による早期は種作型の移植適期は４月20日前後です、遅
くとも４月25日までに移植を終えるようにします。早植えしすぎると
土壌病害（ボトや黒腐菌核病）が発病するリスクが高まります。

情　　報
　農協ではホクレン、普及センター、関係機関とともに各種肥料等の効果確認試
験を実施しています。北見施防協（肥料・農薬試験）や、栽培試験（大麦、ばれ
いしょ新品種等）の単年度の試験結果につきましては、ＪＡコネクトや農協ＨＰ
にアップしていきますので参考にして下さい。
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令和８年度　料金・料率表

①賦課金・手数料等
区 分

円000,05割数戸
組 合 員 割 13,000円

1,350円 1,100円
1,250円 1,000円
1,150円 900円

乳 牛
経 産 牛
１ 頭

950円

肉 牛
繁 殖 雌
１ 頭

600円 経産

肉 牛
素牛(ﾎﾙ)
１ 頭

120円 F1含む

肉 牛
肥育 (肉
専 )１頭

360円 ﾎﾙ含む

土 地 改 良 事 業 3.0% 3.0%
事務手数料 酪農畜産協会リース事業 1.5%

円271円68麦

青 果 物 ・ 馬 鈴 薯
（ 加 工 ・ 食 用 ）

2.0% 4.0%

円25円62薯鈴馬粉澱

ビート（正味原料） 165円 330円
円07円53薯鈴馬子種
円003円051豆大

%5.1乳牛
%0.2%0.1品畜

2.0% 4.0%
100円 200円

円044円022牛料牧放
円000,01円000,5料獲捕

小麦乾燥調整 料金 1,620円
調整のみ
653円

3,240円
調整のみ
1,306円

甜 菜 床 土 料 金 7,550円 15,100円

施設利用料 種子馬鈴薯保管消毒料 440円 880円

甜菜育苗ポット料金 2,775円 2,775円
円005,4料用利ンイバンコ麦小

② 家畜車運賃表

畜 種 内 容 町 内
オホーツ
ク 管 内

管 外

初 生 ﾄ ｸ 1,320円 1,620円 3,000円

牛 育 成 牛 素牛含む 1,980円 2,640円 4,320円
成 牛 肥育牛含む 2,640円 3,960円 6,600円

廃 用 牛 一律 2,640円 3,960円 6,600円
当 才 馬 2,640円 3,960円 6,600円

馬 成 馬 3,960円 6,660円 8,400円
-円066,6-馬用廃

そ 手 術 牛 往復 - 17,640円 -
---物動小の

他 入 下 牧 牛 1,980円 2,640円 -

１ t あ た り

基 準 金 額 ・ 率 員外(金額・率)

賦 課 金

一 戸 当 り
団 体

面 積 割
30ha 未 満 ： 10a 当 り
30ha以上50ha未満：10a当り

放牧地を
含む飼料

畑

市 場 搬 入 の 場 合 2％

50ha 以 上 ： 10a 当 り

家 畜 割

導入金額に対し初回

製 品 60 ㎏ あ た り
(規格外品８円/60㎏)

販 売 代 金 に 対 し

MP 含 む 販 売 代 金
25 ㎏ あ た り

牧 草 ロ ー ル 1 ロ ー ル ( 斡 旋 料 )

1 日

1 回

50 ㎏ あ た り

製 品 60 ㎏ あ た り

畜産販売
手 数 料

乳 代 に 対 し

農産販売
手 数 料

そ の 他 斡 旋 品

備考

①　片道150kを越える運搬につ
いては別途協議
②　2頭以下の運搬については
別途協議
③　宿泊を要する運搬について
は、１日につき15,000円を別途
徴収
④　馬の運搬については、畜主
同伴とする
⑤　主取となった畜品運搬につ
いては該当運賃の25％を徴収
⑥　員外利用者については、左
記該当料金の2倍とする。

出来高60ｋｇあたり

１ t あ た り

50 ㎏ あ た り
(消毒のみ50kg/50円 )

1冊あたり

10aあたり

※労働保険事務手数料　　年間概算賃金総額×0.1％~/1件
※クミカン取引データの供給手数料　インターネット照会料 500円又は1,000円 管理料200円

取 扱 金 額 に 対 し
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第１回　囲　碁　大　会
開 催 日：令和８年３月 11 日（水）
開催場所：ＪＡつべつ　２階和室［参加者 ６名］
優　勝：下川　敏章（五段格）３勝０負
準優勝：今井　　保（二段）　２勝１負
３　位：三島　宏章（五段格）２勝１負

TEL

https//www.nounen.go.jp/

/JA TEL
TEL03-5919-0371
TEL03-5919-0332津別町農業委員会 TEL 76-2151／ＪＡつべつ TEL 76-3322
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4月16日 木
４ヶ町村甜菜協議会総会
年金友の会ゲートボール大会

5月 1日 金 経営会議

2日 土

17日 金
理事会
SS夏タイヤフェアー ～18日

3日 日 憲法記念日

4日 月 みどりの日

18日 土 5日 火 こどもの日

19日 日 6日 水 振替休日

20日 月 7日 木

21日 火 8日 金

22日 水 9日 土

23日 木 10日 日

24日 金 有機酪農研究会総会 11日 月

25日 土 12日 火

26日 日 13日 水 年金友の会囲碁大会

27日 月 14日 木 年金友の会パークゴルフ大会

28日 火 15日 金 企画会議

29日 水 昭和の日 16日 土

30日 木 17日 日

44月下旬・月下旬・55月上旬の主な行事月上旬の主な行事
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